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１．調査の目的

みどり市における『みどり市都市計画マスタープラン』の策定に向けて、市民のまちづくりへの

考え方や意見を把握し、多くの市民意向を計画へ反映させるために、アンケート調査を行なった。

２．調査の方法

①調査地区：みどり市全域

②調査対象：みどり市に在住する満 18歳以上の男女（43,119 人/H20.1.1 時点）

③標 本 数：3,000 人（笠懸町、大間々町、東町の全年齢人口割合から、町ごとに標本数を設定）

④抽出方法：住民基本台帳（H20.1.1 時点）より無作為抽出

⑤調査期間：平成 20 年 3月 6 日～3月 19 日

⑥調査方法：郵送方式による配布･回収

３．回収結果

①配布数：3,000 票［笠懸町 1,626 人・大間々町 1,204 人・東町 170 人］

②回収数：1,306 票

③回収率：43.5％

《参考データ》

４．集計方法等

①回答比率は小数点以下第二位を四捨五入し、小数点以下第一位までの表示とする。

②四捨五入しているため、百分率の合計が 100％にならない場合もある。

③複数回答形式の設問では、百分率の合計が 100％を超える場合がある。

④特に記載がない場合、単一回答設問の全体の母数は 1,306 とし、各地区の母数もそれぞれの回収

数とする。また、複数回答の場合はそれぞれの母数を回答総数とする。

合計 笠懸町 大間々町 東町 不明 備考
全人口 53,303 28,941 21,404 2,958 - H20.1.1時点

対象者 43,119 22,943 17,551 2,625 - H20.1.1時点18歳以上

配布数 3,000 1,626 1,204 170 -
回収数 1,306 680 539 80 7
回収率 43.5% 41.8% 44.8% 47.1% -

Ⅰ 調査の概要
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１．回答者の属性

（１）性別 （問 1） （２）年齢 （問 2）

（３）居住地域 （問 3） 《参考》 地域別母数一覧

・ 回答者の半数 50.7％が居住年数「30 年以上」と回答しており、昔から市内に居住してい

る市民が多い。大間々本町通り周辺地域、高津戸地域、東地域（東町全域）では、60 歳

以上の高齢者割合が約 50％を占めており、中でも、大間々本町通り周辺地域、東地域（東

町全域）では、7 割以上が 30 年以上居住していると回答している。

・ 通勤･通学先は、全体で見ると「自宅」が 30.6％と最も多く、近隣自治体では「桐生市」

17.5％、「太田市」6.0％となっている。地域別に見ると、大間々本町通り周辺地域で「自

宅」が 41.1％と他地域よりも高くなっている。年代別では、10～20 歳代で「自宅」が 1

割未満と他の年代と比較すると低く、反対に「桐生市」「太田市」「前橋市」といった周辺

自治体の割合が高くなっている。年代が高くなるほど「自宅」の割合が高くなっている。

・ 通勤･通学時の移動手段として、「自家用車」が全体の 73.8％を占めている。年代別に見

ると 10 歳代で「鉄道」が 31.8％と他の年代に比べて高くなっている。また、60 歳代、70

歳以上の高齢になるにつれて「自家用車」の割合が減ることから、高齢化社会に向けバス

や鉄道といった公共交通の整備が重要となる。特に「バス」と回答した人は全体で 1人だ

けしかおらず、より利用しやすいバス交通のあり方について見直す必要がある。

地域名 母数（回収数）
阿左美地域 309
久宮地域 77
鹿地域 245
西鹿田地域 49
赤城駅南部地域 188
大間々本町通り周辺地域 141
高津戸地域 24
桐原･瀬戸ヶ原地域 102
渡良瀬川北部地域 84
東地域（東町全域） 80
不明 7

合計 1,306

Ⅱ 調査結果

52.8% 46.9%

0.4%

男性 女性 不 明

19.1%

18.9%

0.5% 1.8% 9.8%

15.2%

15.8%

18.9%

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代

50歳代 60歳代 70歳以上 不 明

0.5%6.1%6.4%

1.8%

10.8%

7.8%

23.7%

5.9%
18.8%

3.8%

14.4%

阿左美地域 久宮地域
鹿地域 西鹿田地域
赤城駅南部地域 大間々本町通り周辺地域
高津戸地域 桐原･瀬戸ヶ原地域

渡良瀬川北部地域 東地域
不明



- 3 -

《参考》 居住地域別年代割合

（４）居住年数 （問 4）

【全体】

【居住地域別】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

阿左美地域

久宮地域

鹿地域

西鹿田地域

赤城駅南部地域

大間々本町通り周辺地域

高津戸地域

桐原･瀬戸ヶ原地域

渡良瀬川北部地域

東地域（東町全域）

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 不 明

0.4% 7.4% 7.0%
14.7%

19.9%

50.7%

5年未満 5～10年未満 10～20年未満 20～30年未満 30年以上 不 明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

阿左美地域

久宮地域

鹿地域

西鹿田地域

赤城駅南部地域

大間々本町通り周辺地域

高津戸地域

桐原･瀬戸ヶ原地域

渡良瀬川北部地域

東地域（東町全域）

5年未満 5～10年未満 10～20年未満 20～30年未満 30年以上 不 明
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（５）通勤・通学先 （問 5）

【全体】

【居住地域別】

【年代別】

0.8%

17.5%
0.7%

5.2%

30.6%

8.6%

10.3%
1.8%3.5%

11.0%1.8%2.0%

6.0%

自宅 笠懸町 大間々町 東町 前橋市

高崎市 桐生市 伊勢崎市 太田市 沼田市

足利市 佐野市 その他の県内 その他の県外 不 明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

阿左美地域

久宮地域

鹿地域

西鹿田地域

赤城駅南部地域

大間々本町通り周辺地域

高津戸地域

桐原･瀬戸ヶ原地域

渡良瀬川北部地域

東地域（東町全域）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

自宅 笠懸町 大間々町 東町 前橋市

高崎市 桐生市 伊勢崎市 太田市 沼田市

足利市 佐野市 その他の県内 その他の県外 不 明
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（６）通勤・通学の移動手段 （問 6）

【全体】

【居住地域別】

【年代別】

※通勤･通学先を「自宅」と回答した 400 名と無回答 144 名を除いた 762 名での集計結果。

0.1%

3.3%

3.3%

0.9%

73.8%

13.1%3.8% 1.7%

自家用車 バイク 自転車 徒歩 バス 鉄道 その他 不 明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

阿左美地域

久宮地域

鹿地域

西鹿田地域

赤城駅南部地域

大間々本町通り周辺地域

高津戸地域

桐原･瀬戸ヶ原地域

渡良瀬川北部地域

東地域（東町全域）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

自家用車 バイク 自転車 徒歩 バス 鉄道 その他 不 明
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２．これからのみどり市のまちづくりについて

（１）みどり市北部の土地利用意向

問７ 豊かな自然環境を有するみどり市北部の土地利用について、これからどのようにして

いくべきと思いますか。あてはまる考えを１つ選んでください。

１．農地や森林を保全し、開発による都市的土地利用への転換が無秩序に行われないように、

規制･誘導すべきである。

２．規制･誘導は必要なく、むしろ開発を推進し、都市的土地利用への転換が容易にできるよ

うに配慮すべきである。

３．現状のままでよい。

４．わからない

５．その他（ ）

・ 全体では、半数を超える 55.5％が「農地や森林を保全し、開発による都市的土地利用へ

の転換が無秩序に行われないように、規制･誘導するべきである。」と回答しており、自然

環境を保全すべきとの意向が強い。「規制･誘導は必要なく、むしろ開発を推進し、都市的

土地利用への転換が容易にできるように配慮すべきである。」は14.5％にとどまっている。

・ ただし、地域別に見ると、みどり市北部にあたる渡良瀬川北部地域や東地域（東町全域）

においては、「規制･誘導は必要なく、むしろ開発を推進し、都市的土地利用への転換が容

易にできるように配慮すべきである。」が 2 割以上と、他地域よりも割合が高くなってお

り、実際に当該地域で生活する住民からは、開発を必要とする声も多い。

【全体】
1.3%

55.5%

14.5%

14.3%

11.3%
3.0%

農地や森林を保全し、開発による都市的土地利用への転換が無秩序に行われないように、規制･誘導するべきである。
規制･誘導は必要なく、むしろ開発を推進し、都市的土地利用への転換が容易にできるように配慮すべきである。
現状のままでよい。
わからない
その他
不 明
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【 居 住 地 域
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

阿左美地域

久宮地域

鹿地域

西鹿田地域

赤城駅南部地域

大間々本町通り周辺地域

高津戸地域

桐原･瀬戸ヶ原地域

渡良瀬川北部地域

東地域（東町全域）

農地や森林を保全し、開発による都市的土地利用への転換が無秩序に行われないように、規制･誘導するべきである。

規制･誘導は必要なく、むしろ開発を推進し、都市的土地利用への転換が容易にできるように配慮すべきである。

現状のままでよい。

わからない

その他

不 明
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（２）みどり市南部の土地利用意向

問８ 市街地が形成されているみどり市南部の土地利用について、これからどのようにして

いくべきと思いますか。あてはまる考えを１つ選んでください。

１．農地や森林を保全し、市街地が無秩序に拡大しないように、規制･誘導すべきである。

２．規制･誘導は必要なく、むしろ開発を推進し、市街地の拡大に配慮すべきである。

３．現状のままでよい。

４．わからない

５．その他（ ）

・ 全体では、「農地や森林を保全し、市街地が無秩序に拡大しないように、規制･誘導するべ

きである。」が 34.8％、「規制･誘導は必要なく、むしろ開発を推進し、市街地の拡大に配

慮すべきである。」が 30.4％となっており、保全志向が若干上回っているものの、開発志

向と保全志向が均衡した状態となっている。

・ 地域別に見ると、北部の桐原･瀬戸ヶ原地域、渡良瀬川北部地域、東地域（東町全域）で

は、「農地や森林を保全し、市街地が無秩序に拡大しないように、規制･誘導するべきであ

る。」が 3割未満と、他地域に比べ保全志向の割合が低くなっている。

・ 年代別に見ると、40 歳代以下の若い年代では開発志向の割合が高く、50 歳代以上は保全

志向の割合が高くなっている。

【全体】
2.2%

11.6%

17.2%
30.4%

34.8%

3.7%

農地や森林を保全し、市街地が無秩序に拡大しないように、規制･誘導するべきである。
規制･誘導は必要なく、むしろ開発を推進し、市街地の拡大に配慮すべきである。
現状のままでよい。
わからない
その他
不 明
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【居住地域別】

【年代別】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

阿左美地域

久宮地域

鹿地域

西鹿田地域

赤城駅南部地域

大間々本町通り周辺地域

高津戸地域

桐原･瀬戸ヶ原地域

渡良瀬川北部地域

東地域（東町全域）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

農地や森林を保全し、市街地が無秩序に拡大しないように、規制･誘導するべきである。

規制･誘導は必要なく、むしろ開発を推進し、市街地の拡大に配慮すべきである。

現状のままでよい。

わからない

その他

不 明
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（３）規制･誘導が必要だと思う理由

問９ 問８で「農地や森林を保全し、市街地が無秩序に拡大しないように、規制･誘導するべ

きである。」と回答した方にお聞きします。規制･誘導が必要だと思う理由は何ですか。

あてはまる考えを１つ選んでください。

１．広い範囲で道路や下水道の基盤整備が必要になり、効率的な公共投資とならないから。

２．農地と宅地が混在し、営農環境にとっても住環境にとっても、良好な環境ではないから。

３．農地や森林が失われ、美しい自然や田園環境が守れないから。

４．郊外に人口が流出し、市街地の活気がなくなるから。

５．わからない

６．その他（ ）

・ 全体では「農地や森林が失われ、美しい自然や田園環境が守れないから。」が 47.7％と

半数近い割合を占めており、次いで「農地と宅地が混在し、営農環境にとっても住環境

にとっても、良好な環境ではないから。」が 24.0％、「広い範囲で道路や下水道の基盤整

備が必要になり、効率的な公共投資とならないから。」が 18.0％となっている。田園環

境や自然環境の保全に対する意識の高さが伺える。

・ 地域別に見ると、大間々本町通り周辺地域では「郊外に人口が流出し、市街地の活気が

なくなるから」が 24.1％と高い割合を占めており、他地域に比べて市街地の活性化に対

する意識が高い様子が伺える。

【全体】

※問 8 で「農地や森林を保全し、市街地が無秩序に拡大しないように、規制･誘導するべきである。」と

回答した 455 名での集計結果。

0.9%3.7%

18.0%

24.0%47.7%

5.1%
0.7%

広い範囲で道路や下水道の基盤整備が必要になり、効率的な公共投資とならないから。

農地と宅地が混在し、営農環境にとっても住環境にとっても、良好な環境ではないから。
農地や森林が失われ、美しい自然や田園環境が守れないから。

郊外に人口が流出し、市街地の活気がなくなるから。
わからない
その他
不 明
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※問 8 で「農地や森林を保全し、市街地が無秩序に拡大しないように、規制･誘導するべきである。」

と回答した 455 名での集計結果。

【居住地域別】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

阿左美地域

久宮地域

鹿地域

西鹿田地域

赤城駅南部地域

大間々本町通り周辺地域

高津戸地域

桐原･瀬戸ヶ原地域

渡良瀬川北部地域

東地域（東町全域）

広い範囲で道路や下水道の基盤整備が必要になり、効率的な公共投資とならないから。
農地と宅地が混在し、営農環境にとっても住環境にとっても、良好な環境ではないから。
農地や森林が失われ、美しい自然や田園環境が守れないから。
郊外に人口が流出し、市街地の活気がなくなるから。

わからない
その他
不 明
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（４）規制･誘導が必要ないと思う理由

問 10 問８で「規制･誘導は必要なく、むしろ開発を推進し、市街地の拡大に配慮すべきで

ある。」と回答した方にお聞きします。規制･誘導が必要ないと思う理由は何ですか。

あてはまる考えを１つ選んでください。

１．道路や下水道等は、地域を限定することなく、公平に基盤整備を行ったほうがよいから。

２．自然豊かな郊外地域で宅地を確保することができるから。

３．開発を促進すると市の活性化につながるから。

４．住宅が入手しやすくなり、市外からの人口増が見込めるから。

５．わからない

６．その他（ ）

・ 全体では「開発を促進すると市の活性化につながるから。」が 54.9％と半数以上を占め

ており、次いで「道路や下水道等は、地域を限定することなく、公平に基盤整備を行っ

たほうがよいから。」が 28.2％となっている。

・ 地域別に見ると、久宮地域や高津戸地域では、公平な基盤整備を望む意見が他地域と比

べ多くなっており、半数以上の割合を占めている。

・ 年代別に見ると、10～40 歳代の若い世代ほど、開発による活性化や人口増を望む割合が

高く、6 割以上の割合を占めている。また、50 歳代以上の年代では、公平な基盤整備を

望む割合が 3割以上と高くなっている。

【全体】

※問8で「規制･誘導は必要なく、むしろ開発を推進し、市街地の拡大に配慮すべきである。」と回答し

た 397 名での集計結果。

0.5%

9.6%

54.9%

4.8%

28.2%

0.8%

1.3%

道路や下水道等は、地域を限定することなく、公平に基盤整備を行ったほうがよいから。
自然豊かな郊外地域で宅地を確保することができるから。
開発を促進すると市の活性化につながるから。
住宅が入手しやすくなり、市外からの人口増が見込めるから。
わからない
その他
不 明
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【居住地域別】

※問 8 で「規制･誘導は必要なく、むしろ開発を推進し、市街地の拡大に配慮すべきである。」と回答し

た 397 名での集計結果。

【年代別】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

阿左美地域

久宮地域

鹿地域

西鹿田地域

赤城駅南部地域

大間々本町通り周辺地域

高津戸地域

桐原･瀬戸ヶ原地域

渡良瀬川北部地域

東地域（東町全域）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

道路や下水道等は、地域を限定することなく、公平に基盤整備を行ったほうがよいから。

自然豊かな郊外地域で宅地を確保することができるから。
開発を促進すると市の活性化につながるから。

住宅が入手しやすくなり、市外からの人口増が見込めるから。

わからない

その他
不 明
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（５）みどり市の中心市街地

問 11 あなたが考えるみどり市の中心市街地はどこですか。

あてはまる考えを１つ選んでください。

１．笠懸町 国道 50 号沿線 ２．笠懸町 県道桐生伊勢崎線沿線

３．笠懸町 東武阿左美駅周辺地域 ４．笠懸町 JR 岩宿駅周辺地域

５．大間々町 本町通り周辺地域 ６．大間々町 県道前橋大間々桐生線沿線

７．大間々町 東武赤城駅周辺地域 ８．東町 花輪宿通り周辺地域

９．その他の地域（ ）

・ 全体では「笠懸町国道 50 号沿線」が 35.5％と最も多く、次いで「大間々町本町通り周

辺地域」が 14.5％、「大間々町東武赤城駅周辺地域」が 14.2％となっている。

・ 地域別に見ると、笠懸町内の地域では「笠懸町国道 50 号沿線」、大間々町内の地域では

「大間々町東武赤城駅周辺地域」、東町では「大間々町本町通り周辺地域」の割合が最も

高くなっており、各地域とも、自らの地域に近接した市街地を中心市街地として捉えて

いることがわかる。

・ 年代別に見ても、「笠懸町国道 50号沿線」が各年代で最も高い割合を占めている。10歳

代においては「大間々町本町通り周辺地域」の割合が 25.0％を占めており、他の年代と

比べて高い割合となっている。

【全体】

14.2%

12.8%

0.8%

35.5%

8.9%
1.9%4.1%14.5%

2.3% 5.0%

笠懸町 国道50号沿線 笠懸町 県道桐生伊勢崎線沿線

笠懸町 東武阿左美駅周辺地域 笠懸町 JR岩宿駅周辺地域

大間々町 本町通り周辺地域 大間々町 県道前橋大間々桐生線沿線

大間々町 東武赤城駅周辺地域 東町 花輪宿通り周辺地域

その他 不 明
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【年代別】

【居住地域別】
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

阿左美地域

久宮地域

鹿地域

西鹿田地域

赤城駅南部地域

大間々本町通り周辺地域

高津戸地域

桐原･瀬戸ヶ原地域

渡良瀬川北部地域

東地域（東町全域）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

笠懸町 国道50号沿線 笠懸町 県道桐生伊勢崎線沿線
笠懸町 東武阿左美駅周辺地域 笠懸町 JR岩宿駅周辺地域
大間々町 本町通り周辺地域 大間々町 県道前橋大間々桐生線沿線
大間々町 東武赤城駅周辺地域 東町 花輪宿通り周辺地域

その他 不 明
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（６）都市機能の充実について

問12 これからのみどり市における商業をはじめとした都市機能の充実についてどのように

していくべきと思いますか。あてはまる考えを１つ選んでください。

１．問 11で選択したみどり市の中心市街地に、商業･行政サービスをはじめとした様々な機能

を優先して集積させるべき。

２．笠懸･大間々･東町それぞれの中心となるような地域に、様々な機能を同じように集積させ

るべき。

３．笠懸･大間々･東町それぞれの中心となるような地域に、機能を分散して整備していくべき。

４．中心地だけでなく、市全域で都市機能の充実を図るべき。

５．わからない

６．その他（ ）

・ 全体では「中心地だけでなく、市全域で都市機能の充実を図るべき。」が 26.0％で最も

高いものの、「問 11 で選択したみどり市の中心市街地に、商業･行政サービスをはじめと

した様々な機能を優先して集積させるべき。」が 23.2％、「笠懸･大間々･東町それぞれの

中心となるような地域に、機能を分散して整備していくべき。」が 22.9％と、市民意向

が分散している。

・ 地域別、年代別に見ても、全体と同様、それぞれ市民意向が分散している。

・ なお、「問 11 で選択したみどり市の中心市街地に、商業･行政サービスをはじめとした

様々な機能を優先して集積させるべき。」と回答した人が考える中心市街地の内訳を見る

と、「笠懸町国道 50 号沿線」が 47.2％と最も高い割合を占めている。

【全体】
1.7%2.1%

23.2%

18.6%22.9%

26.0%

5.6%

問11で選択したみどり市の中心市街地に、商業･行政サービスをはじめとした様々な機能を優先して集積させるべき。

笠懸･大間々･東町それぞれの中心となるような地域に、様々な機能を同じように集積させるべき。
笠懸･大間々･東町それぞれの中心となるような地域に、機能を分散して整備していくべき。

中心地だけでなく、市全域で都市機能の充実を図るべき。

わからない

その他
不 明
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《参考》 中心市街地に優先して様々な機能を集積させるべきとした回答者が考える中心市街地

2.3%1.3%

14.5%

3.3%
1.3% 6.3%

47.2%
11.6%

12.2%

笠懸町 国道50号沿線 笠懸町 県道桐生伊勢崎線沿線

笠懸町 東武阿左美駅周辺地域 笠懸町 JR岩宿駅周辺地域

大間々町 本町通り周辺地域 大間々町 県道前橋大間々桐生線沿線

大間々町 東武赤城駅周辺地域 東町 花輪宿通り周辺地域

その他 不 明

【年代別】

※「問 11 で選択したみどり市の中

心市街地に、商業･行政サービ

スをはじめとした様々な機能を

優先して集積させるべき。」と回

答した 303 名が、問 11 で選択し

た中心市街地の割合。

【 居 住 地 域
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

阿左美地域

久宮地域

鹿地域

西鹿田地域

赤城駅南部地域

大間々本町通り周辺地域

高津戸地域

桐原･瀬戸ヶ原地域

渡良瀬川北部地域

東地域（東町全域）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

問11で選択したみどり市の中心市街地に、商業･行政サービスをはじめとした様々な機能を優先して集積させるべき。
笠懸･大間々･東町それぞれの中心となるような地域に、様々な機能を同じように集積させるべき。
笠懸･大間々･東町それぞれの中心となるような地域に、機能を分散して整備していくべき。
中心地だけでなく、市全域で都市機能の充実を図るべき。
わからない
その他
不 明
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（７）都市基盤の整備について

問 13 少子高齢化などに伴い、今後、市の財政縮小が見込まれる中で、都市基盤（道路･下水

道･公園など）の整備はどのようにあるべきと思いますか。あてはまる考えを１つ選

んでください。

１．問 11で選択したみどり市の中心市街地を優先して整備するべき。

２．笠懸･大間々･東町それぞれの中心となるような地域で、並行して整備を進めるべき。

３．特に問題のある地域を優先して整備を進めるべき。

４．特定の箇所を優先させるのではなく、全体的に整備を進めるべき。

５．わからない

・ 全体では「特定の箇所を優先させるのではなく、全体的に整備を進めるべき。」が 41.6％

で最も高く、次いで「笠懸･大間々･東町それぞれの中心となるような地域で、平行して

整備を進めるべき。」が 30.5％を占めている。特定の地域だけでなく、市全体で整備を

進めるべきとの意見が多い。

・ 地域別に見ると、高津戸地域、渡良瀬川北部地域、東地域（東町全域）においては、中

心市街地を優先して整備すべきとの意見が、他地域よりも低くなっている。

・ なお、「問 11 で選択したみどり市の中心市街地を優先して整備するべき。」と回答した人

が考える中心市街地の内訳を見ると、「笠懸町国道 50 号沿線」が 36.2％と最も高い割合

を占めている。

【全体】
3.6%

41.6%

11.4%

30.5%

11.4%1.5%

問11で選択したみどり市の中心市街地を優先して整備するべき。

笠懸･大間々･東町それぞれの中心となるような地域で、平行して整備を進めるべき。

特に問題のある地域を優先して整備を進めるべき。

特定の箇所を優先させるのではなく、全体的に整備を進めるべき。

わからない

不 明
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《参考》 中心市街地を優先して整備すべきとした回答者が考える中心市街地

18.1%

6.7%

0.7%

36.2%

9.4%
2.0%6.0%

17.4%

2.0% 1.3%

笠懸町 国道50号沿線 笠懸町 県道桐生伊勢崎線沿線

笠懸町 東武阿左美駅周辺地域 笠懸町 JR岩宿駅周辺地域

大間々町 本町通り周辺地域 大間々町 県道前橋大間々桐生線沿線
大間々町 東武赤城駅周辺地域 東町 花輪宿通り周辺地域

その他 不 明

【居住地域別】

※「問11で選択したみどり市

の中心市街地を優先して

整備するべき。」と回答し

た 149 名が、問 11 で選択

した中心市街地の割合。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

阿左美地域

久宮地域

鹿地域

西鹿田地域

赤城駅南部地域

大間々本町通り周辺地域

高津戸地域

桐原･瀬戸ヶ原地域

渡良瀬川北部地域

東地域（東町全域）

問11で選択したみどり市の中心市街地を優先して整備するべき。

笠懸･大間々･東町それぞれの中心となるような地域で、平行して整備を進めるべき。

特に問題のある地域を優先して整備を進めるべき。

特定の箇所を優先させるのではなく、全体的に整備を進めるべき。

わからない

不 明
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（８）まちづくりのテーマについて

問 14 あなたは、みどり市にとってどのようなテーマに沿ったまちづくりが重要と考えます

か。あてはまる考えを２つまで選んでください。

１．近隣市町村に負けない、産業経済の活性化による活力あるまちづくり。

２．二酸化炭素の削減など、豊かな自然と調和した、環境にやさしいまちづくり。

３．市民と行政が協働で取り組む、住民参加型のまちづくり。

４．地域資源を活かし、観光を意識したまちづくり。

５．街並みや自然環境など、美しい景観に配慮したまちづくり。

６．道路や下水道など、住む人が暮らしやすい、基盤が整ったまちづくり。

７．防災･防犯など、住む人や訪れる人にとって、安全･安心なまちづくり。

８．医療福祉施設の整備など、高齢化社会に配慮したまちづくり。

９．財政縮小が見込まれる中で、効率的な公共投資を目指したまちづくり。

10．わからない

11．その他（ ）

・ 全体では「医療福祉施設の整備など、高齢化社会に配慮したまちづくり。」が 20.5％と

最も高く、次いで「道路や下水道など、住む人が暮らしやすい、基盤が整ったまちづく

り。」が 18.2％となっている。

・ 地域別に見ると、久宮地域では基盤が整ったまちづくり、高津戸地域では高齢化社会に

配慮したまちづくりを重要とする意見が特に多く、他地域よりも高い割合を示している。

・ 年代別に見ると、若い世代では「二酸化炭素の削減など、豊かな自然と調和した、環境

にやさしいまちづくり。」の割合が高く、40歳代以上の年代では、「医療福祉施設の整備

など、高齢化社会に配慮したまちづくり。」の割合が高くなっている。

【全体】

6.3%
20.5%

18.2%

8.6%
11.5%

9.6%

4.1%

8.1%10.4%

0.5% 0.7%1.6%

近隣市町村に負けない、産業経済の活性化による活力あるまちづくり。
二酸化炭素の削減など、豊かな自然と調和した、環境にやさしいまちづくり。
市民と行政が協働で取り組む、住民参加型のまちづくり。
地域資源を活かし、観光を意識したまちづくり。
街並みや自然環境など、美しい景観に配慮したまちづくり。
道路や下水道など、住む人が暮らしやすい、基盤が整ったまちづくり。
防災･防犯など、住む人や訪れる人にとって、安全･安心なまちづくり。
医療福祉施設の整備など、高齢化社会に配慮したまちづくり。
財政縮小が見込まれる中で、効率的な公共投資を目指したまちづくり。
わからない
その他
不 明
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【居住地域別】

【年代別】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

阿左美地域

久宮地域

鹿地域

西鹿田地域

赤城駅南部地域

大間々本町通り周辺地域

高津戸地域

桐原･瀬戸ヶ原地域

渡良瀬川北部地域

東地域（東町全域）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

近隣市町村に負けない、産業経済の活性化による活力あるまちづくり。
二酸化炭素の削減など、豊かな自然と調和した、環境にやさしいまちづくり。
市民と行政が協働で取り組む、住民参加型のまちづくり。
地域資源を活かし、観光を意識したまちづくり。
街並みや自然環境など、美しい景観に配慮したまちづくり。
道路や下水道など、住む人が暮らしやすい、基盤が整ったまちづくり。
防災･防犯など、住む人や訪れる人にとって、安全･安心なまちづくり。

医療福祉施設の整備など、高齢化社会に配慮したまちづくり。
財政縮小が見込まれる中で、効率的な公共投資を目指したまちづくり。
わからない
その他
不 明
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３．居住地域について

（１）居住地域の良い点

問 15 あなたがお住まいの地域で良いと感じる点は何ですか。あてはまる考えを２つまで選

んでください。

１．神社や史跡など歴史を感じさせるものが多い。

２．樹木など緑が豊かに広がり、河川など水辺に潤いがある。

３．田や畑など農地が広がり、美しい。

４．道路が整備されており、徒歩や自転車でも利用しやすい。

５．新しい家が建ち始め、人口が増えている。

６．公民館、集会施設など教育･文化施設が整備されている。

７．公園や広場があり、ゆとりがある。

８．商店があり、便利で暮らしやすい。

９．病院や福祉施設が整っている。

10．鉄道やバスなど公共交通が利用しやすい。

11．特にない

12．その他（ ）

・ 阿左美、赤城駅南部、大間々本町通り周辺地域では「商店があり、便利で暮らしやすい。」

が最も多い。

・ 久宮地域では「新しい家が建ち始め、人口が増えている。」が最も多い。

・ 鹿地域では「公民館、集会施設など教育･文化施設が整備されている。」が最も多く、僅

差で「新しい家が建ち始め、人口が増えている。」が続いている。

・ 西鹿田地域では「田や畑など農地が広がり、美しい。」が最も多い。

・ 高津戸、渡良瀬川北部、東地域（東町全域）では「樹木など緑が豊かに広がり、河川な

ど水辺に潤いがある。」が最も多い。

・ 桐原・瀬戸ヶ原地域では「特にない」が最も多く、次いで「樹木など緑が豊かに広がり、

河川など水辺に潤いがある。」となっている。
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【全体】

【居住地域別】

1.1%

4.1%

16.9%

9.9%

7.0%
12.6%

6.1%

8.1%

12.4%3.1%

4.8%

2.0%
11.9%

神社や史跡など歴史を感じさせるものが多い。
樹木など緑が豊かに広がり、河川など水辺に潤いがある。
田や畑など農地が広がり、美しい。
道路が整備されており、徒歩や自転車でも利用しやすい。
新しい家が建ち始め、人口が増えている。
公民館、集会施設など教育･文化施設が整備されている。
公園や広場があり、ゆとりがある。
商店があり、便利で暮らしやすい。
病院や福祉施設が整っている。
鉄道やバスなど公共交通が利用しやすい。
特にない
その他
不 明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

阿左美地域

久宮地域

鹿地域

西鹿田地域

赤城駅南部地域

大間々本町通り周辺地域

高津戸地域

桐原･瀬戸ヶ原地域

渡良瀬川北部地域

東地域（東町全域）

神社や史跡など歴史を感じさせるものが多い。
樹木など緑が豊かに広がり、河川など水辺に潤いがある。
田や畑など農地が広がり、美しい。
道路が整備されており、徒歩や自転車でも利用しやすい。
新しい家が建ち始め、人口が増えている。
公民館、集会施設など教育･文化施設が整備されている。
公園や広場があり、ゆとりがある。
商店があり、便利で暮らしやすい。
病院や福祉施設が整っている。
鉄道やバスなど公共交通が利用しやすい。
特にない
その他
不 明
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（２）居住地域のシンボル

集計結果より、各地域の上位 5 位及び 10 人以上から支持されたシンボルは以下の通りである。

問 16 あなたがお住まいの地域のシンボルとなるものや気に入った施設･資源など（建物、

公園、神社、史跡など）、自慢できるものがありますか。

具体的に３つまで挙げてください。

・ 笠懸町内の阿左美、久宮、鹿、西鹿田地域では、「岩宿遺跡･博物館」や「笠懸野文化ホ

ール･パル」を挙げる回答者が多い。

・ 大間々町内の赤城駅南部、大間々本町通り周辺、高津戸、桐原･瀬戸ヶ原、渡良瀬川北部

地域では、「ながめ公園･余興場」や「高津戸峡」、「小平の里」を挙げる回答者が多い。

・ 東地域（東町全域）では「富弘美術館」、「草木ダム」、「旧花輪小学校」を挙げる回答者

が多い。
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（３）居住地域の不満な点

問 17 あなたがお住まいの地域で不満に感じる点は何ですか。あてはまる考えを２つまで選

んでください。

１．神社や史跡など歴史を感じさせるものが少ない。

２．開発などのため、自然が減っている。

３．田や畑などが放棄されている。

４．道路の整備が不十分であり、徒歩や自転車では利用しにくい。

５．古い家が多く、人口が減っている。

６．公民館、集会施設など教育･文化施設が整備されていない。

７．公園や広場が少なく、ゆとりがない。

８．商店が少なく、不便で暮らしにくい。

９．病院や福祉施設が整っていない。

10．鉄道やバスなど公共交通が利用しにくい。

11．特にない

12．その他 （ ）

・ 阿左美、赤城駅南部では「公園や広場が少なく、ゆとりがない。」が最も多い。

・ 久宮、鹿、西鹿田地域では、「鉄道やバスなど公共交通が利用しにくい。」が最も多い。

また、久宮地域においては、僅差で「道路の整備が不十分であり、徒歩や自転車では利

用しにくい。」が続いている。

・ 大間々本町通り周辺地域では「古い家が多く、人口が減っている。」が最も多い。

・ 高津戸、渡良瀬川北部、東地域（東町全域）では「商店が少なく、不便で暮らしにくい。」

が最も多い。

・ 桐原・瀬戸ヶ原地域では「道路の整備が不十分であり、徒歩や自転車では利用しにくい。」

が最も多い。
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【居住地域別】

【全体】

9.2%
6.1%

13.7%

15.7%

5.9%

12.0%

7.5%
5.4%3.7%

3.2%9.5%
7.0%

1.2%

神社や史跡などの歴史を感じさせるものが少ない。
開発などのため、自然が減っている。
田や畑などが放棄されている。
道路の整備が不十分であり、徒歩や自転車では利用しにくい。
古い家が多く、人口が減っている。
公民館、集会施設など教育･文化施設が整備されていない。
公園や広場が少なく、ゆとりがない。
商店が少なく、不便で暮らしにくい。
病院や福祉施設が整っていない。
鉄道やバスなど公共交通が利用しにくい。
特にない
その他
不 明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

阿左美地域

久宮地域

鹿地域

西鹿田地域

赤城駅南部地域

大間々本町通り周辺地域

高津戸地域

桐原･瀬戸ヶ原地域

渡良瀬川北部地域

東地域（東町全域）

神社や史跡などの歴史を感じさせるものが少ない。
開発などのため、自然が減っている。
田や畑などが放棄されている。
道路の整備が不十分であり、徒歩や自転車では利用しにくい。
古い家が多く、人口が減っている。
公民館、集会施設など教育･文化施設が整備されていない。
公園や広場が少なく、ゆとりがない。
商店が少なく、不便で暮らしにくい。
病院や福祉施設が整っていない。
鉄道やバスなど公共交通が利用しにくい。
特にない
その他
不 明
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（４）居住地域内の住環境の問題点

問 18 あなたがお住まいの地域内の住環境について、現在問題となっている、あるいは将来

問題になりそうな点は何ですか。あてはまる考えを２つまで選んでください。

１．低層住宅地の中や周辺に、マンションなどの高い建物が多数建ったために、日当たりや通

風等、住環境が悪化している。

２．敷地の小さい狭小住宅が、密集して立地している。

３．住宅地の中に工場が建っているため、騒音･振動などの不安がある。

４．住宅地の中に商業系施設が立地しており、騒音や自動車の入り込みなど住環境が悪化して

いる。

５．市街地の中に駐車場や資材置場などの低･未利用地が多く混在している。

６．建物の高さや形態がそろっていないため、街並みに統一感がなく、景観上好ましくない。

７．道路沿いなどに看板等が多く、景観が損なわれている。

８．特に問題はない。

９．わからない

10．その他（ ）

・ 久宮地域と大間々本町通り周辺地域以外は「特に問題はない」が最も多くなっており、住

環境について大きな問題や緊急の課題を抱えている地域は少ないと考えられる。

・ 久宮地域では「その他」の割合が最も高く、「排水･下水道の整備」に対する意見が多く見

られた。次いで「住宅地の中に商業系施設が立地しており、騒音や自動車の入り込みなど

住環境が悪化している」と「特に問題はない」が同数で続いている。

・ 鹿、高津戸、渡良瀬川北部地域では「特に問題ない」に次いで「わからない」の割合が高

く、住環境に関する問題が少ない地域だと考えられる。

・ 赤城駅南部地域では「敷地の小さい狭小住宅が、密集して立地している。」の割合が高い。

・ 大間々本町通り地域では「特に問題はない」と並んで、「市街地の中に駐車場や資材置場

などの低･未利用地が多く混在している。」が最も多くなっている。

・ 各地域とも「その他」の割合が高くなっており、阿左美地域では「道路･下水道等の基盤

整備」に関する意見が多く、西鹿田地域では「基盤整備」や「教育問題」など、様々な事

項に対する意見が分散して見られた。また、桐原･瀬戸ヶ原地域では「歩道･道路の整備」

や「ゴミの不法投棄」、東地域（東町全域）では「高齢化」や「人口減少」に対する意見

が多く見られた。
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【全体】

【居住地域別】

3.5%
12.9%

6.3%

7.7%

6.5%

4.9%
9.0%3.3%

6.2%
26.6%

13.0%

低層住宅地の中や周辺に、マンションなどの高い建物が多数建ったために、日当たりや通風等、住環境が悪化している。

敷地の小さい狭小住宅が、密集して立地している。

住宅地の中に工場が建っているため、騒音･振動などの不安がある。

住宅地の中に商業系施設が立地しており、騒音や自動車の入り込みなど住環境が悪化している。

市街地の中に駐車場や資材置場などの低･未利用地が多く混在している。

建物の高さや形態がそろっていないため、街並みに統一感がなく、景観上好ましくない。

道路沿いなどに看板等が多く、景観が損なわれている。

特に問題はない。

わからない

その他

不 明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

阿左美地域

久宮地域

鹿地域

西鹿田地域

赤城駅南部地域

大間々本町通り周辺地域

高津戸地域

桐原･瀬戸ヶ原地域

渡良瀬川北部地域

東地域（東町全域）

低層住宅地の中や周辺に、マンションなどの高い建物が多数建ったために、日当たりや通風等、住環境が悪化している。

敷地の小さい狭小住宅が、密集して立地している。

住宅地の中に工場が建っているため、騒音･振動などの不安がある。

住宅地の中に商業系施設が立地しており、騒音や自動車の入り込みなど住環境が悪化している。

市街地の中に駐車場や資材置場などの低･未利用地が多く混在している。

建物の高さや形態がそろっていないため、街並みに統一感がなく、景観上好ましくない。

道路沿いなどに看板等が多く、景観が損なわれている。

特に問題はない。

わからない

その他

不 明
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（５）土地利用問題の解消に必要な規制について

問 19 問 18 に挙げられたような土地利用の問題を解消するためには、あなたがお住まいの地

域に、どのような規制が必要だと思いますか。あてはまる考えを１つ選んでください。

１．市街地の拡大を抑制するための規制。

２．建物の用途を制限するような規制。

３．建物の高さや形など、形態意匠を制限するような規制。

４．規制をかける必要はない。

５．わからない

６．その他（ ）

・ 各地域とも「わからない」の割合が高くなっており、具体的な規制内容についてイメー

ジすることが難しいことがわかる。

・ 「わからない」を除くと、全ての地域で「規制をかける必要はない。」が最も高い割合と

なっており、新たな土地利用規制の導入は求められていないことがわかる。

・ ただし、西鹿田地域や赤城駅南部地域においては、「建物の用途を制限するような規制。」

も 2 割以上と高い割合を占めており、用途の混在が地域の中でも大きな課題となってい

ることがわかる。

・ また、桐原･瀬戸ヶ原地域においては、「建物の高さや形など、形態意匠を制限するよう

な規制。」が高い割合を占めており、街並みに対する意識の高さが伺える。

【全体】

4.4%
5.7%

14.6%

13.0%

23.4%

27.0%

11.9%

市街地の拡大を抑制するための規制。

建物の用途を制限するような規制。
建物の高さや形など、形態意匠を制限するような規制。

規制をかける必要はない。
わからない

その他
不 明
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【居住地域別】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

阿左美地域

久宮地域

鹿地域

西鹿田地域

赤城駅南部地域

大間々本町通り周辺地域

高津戸地域

桐原･瀬戸ヶ原地域

渡良瀬川北部地域

東地域（東町全域）

市街地の拡大を抑制するための規制。

建物の用途を制限するような規制。

建物の高さや形など、形態意匠を制限するような規制。

規制をかける必要はない。

わからない
その他

不 明
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（６）導入すべき規制の程度について

※問 19 で「規制をかける必要はない。」と回答した 305 名と無回答 156 名を除いた 845 名での集計結果。

問 20 問 19 で｢規制をかける必要はない。｣と回答した方以外にお聞きします。どの程度の規

制を導入すべきだと思いますか。あてはまる考えを１つ選んでください。

１．立地できる建物の用途を制限する用途地域などの、法律に基づく規制を導入すべき。

２．協定などの住民や地権者によるまちづくりのルールによって対応すべき。

３．わからない

４．その他（ ）

・ 各地域とも「不明」の割合が最も高い。

・ 西鹿田、赤城駅南部地域以外は「協定などの住民や地権者によるまちづくりのルールに

よって対応すべき。」の割合が高く、法による厳格な規制よりも、住民主体のルールづく

りによる対応を望む地域が多い。

・ 西鹿田地域では「立地できる建物の用途を制限する用途地域などの、法律に基づく規制

を導入すべき。」の割合が高く、法による厳格な規制を求める意見が多い。

・ 赤城駅南部地域は「立地できる建物の用途を制限する用途地域などの、法律に基づく規

制を導入すべき。」と「協定などの住民や地権者によるまちづくりのルールによって対応

すべき。」が同数となっている。

・ 各地域とも、何らかの土地利用規制が必要とは考えているものの、法に基づいた厳格な

土地利用規制を積極的には求めていないことがわかる。

【全体】

73.1%
1.3%

8.8%

10.2%
6.6%

立地できる建物の用途を制限する用途地域などの、法律に基づく規制を導入すべき。

協定などの住民や地権者によるまちづくりのルールによって対応すべき。

わからない
その他

不 明
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※問 19 で「規制をかける必要はない。」と回答した 305 名と無回答 156 名を除いた 845 名での集計結果。

【居住地域別】
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

阿左美地域

久宮地域

鹿地域

西鹿田地域

赤城駅南部地域

大間々本町通り周辺地域

高津戸地域

桐原･瀬戸ヶ原地域

渡良瀬川北部地域

東地域（東町全域）

立地できる建物の用途を制限する用途地域などの、法律に基づく規制を導入すべき。

協定などの住民や地権者によるまちづくりのルールによって対応すべき。

わからない

その他

不 明
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（７）地域のまちづくりで特に大切にすべきこと

問 21 地域のまちづくりにとって、今後、特に大切にしていくべきことは何だと思いますか。

あてはまる考えを２つまで選んでください。

１．歴史･文化財の保存 ２．自然環境の保全

３．農業の振興 ４．居住環境の向上

５．工業の振興 ６．商業の活性化

７．文化･芸術の振興 ８．美しい景観への配慮

９．高齢者や障害者への配慮 10．子供の育成環境への配慮

11．観光の振興 12．防災上の安全性

13．わからない 14．その他（ ）

・ 全ての地域において、「子供の育成環境への配慮」や「高齢者や障害者への配慮」が上位

を占めており、教育環境の整備と高齢化社会に対応したまちづくりが求められている。

・ 上位 2 つを除くと、阿左美、久宮、西鹿田、桐原･瀬戸ヶ原地域においては「居住環境の

向上」が高くなっており、桐原･瀬戸ヶ原地域では、僅差で「自然環境の保全」が続いて

いる。

・ 鹿、赤城駅南部、渡良瀬川北部、東地域（東町全域）においては「自然環境の保全」が高

くなっている。

・ 大間々本町通り周辺地域では「商業の活性化」が高くなっており、他地域に比べて商業に

対する意識の高さが伺える。

・ 高津戸地域においては「工業の振興」と「美しい景観への配慮」が同率で並んでいる。他

地域と比べ工業に対する意識が高く、また、高津戸峡を有する地域として、景観に対する

意識も高いことがわかる。

【全体】
0.9% 2.6%0.6%

20.0% 3.5%
8.3%

3.9%
11.5%

4.6%

11.4%

3.2%

1.2%

19.6%

5.9%
2.8%

歴史･文化財の保存 自然環境の保全 農業の振興
居住環境の向上 工業の振興 商業の活性化

文化･芸術の振興 美しい景観への配慮 高齢者や障害者への配慮
子供の育成環境への配慮 観光の振興 防災上の安全性
わからない その他 不 明
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【居住地域別】
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

阿左美地域

久宮地域

鹿地域

西鹿田地域

赤城駅南部地域

大間々本町通り周辺地域

高津戸地域

桐原･瀬戸ヶ原地域

渡良瀬川北部地域

東地域（東町全域）

歴史･文化財の保存 自然環境の保全 農業の振興

居住環境の向上 工業の振興 商業の活性化

文化･芸術の振興 美しい景観への配慮 高齢者や障害者への配慮

子供の育成環境への配慮 観光の振興 防災上の安全性

わからない その他 不 明
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【市民意識調査票】

参考資料
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